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■ 令和６年度 新潟市総合計画 2030 有識者会議 【都市の活力向上部会】 

 

                   日時：令和６年７月 31 日（水）午前 10 時～正午 

                   会場：市役所本館５階 全員協議会室 

 

次第５．議事 

 

○資料１～２について事務局から説明 

 

（藤澤委員） 

 資料２の２ページ、グラフ４の 20 歳から 24 歳の転出入数について、「学業」で 226 人の

転入超過となっていますが、大学や大学院など内訳が分かれば教えてほしいです。また、

「その他」の転出超過数が大きいのですが、その具体的な内訳について、分かる範囲で教え

ていただけますか。 

 

（政策調整課長） 

 まず学業については、転出、転入の届け出をする時に、理由の記載をお願いしておりまし

て、例えば、進学で移動したという場合に、「学業」という移動理由を選んでいただいてお

ります。大学や高校、専門学校もあるかと思いますが、その内訳までは把握しておりません。

２０歳から２４歳ですので、年齢的には大学院への入学などが考えられます。 

 もう一点、「その他」の内訳について、マイナポータルの引越し手続オンラインサービス

を使う場合には、理由が把握できず、「その他」に計上されるため、数字が大きくなってい

るという状況にあります。 

 

○資料３について事務局から説明 

 

◆重点戦略１ 都市機能の充実と拠点性の向上 

（藤澤委員） 

 重点戦略１については、非常によくやっていただいていると思っております。都市再生緊

急整備地域の規制緩和によって民間開発も活性化していると聞いておりますし、オフィスビ

ルの充実やテレワーカーの増加なども図られているという話を聞いております。 
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（鈴木委員） 

港、空港、新潟駅、高速道路などの広域交通インフラの利便性に対する市民の評価が低い

という点が、目につきました。いろいろな地方都市があって、路面電車がある都市かそうで

はないかによって大きく違うとも思いますが、そういうものをすぐに作るというのはなかな

か難しいと感じます。ただ、市内の移動について言うと、バスの料金が高いということは、

感じているところであります。例えば、にいがた２ｋｍのエリアを土日だけでも 100 円くら

いで乗れるようにするなど社会実験的なものがあると、古町にもう少し人が来るようになっ

たりするのではないかと思います。一方で、新潟駅はすごくきれいになったので、今年、調

査をするとだいぶ評価が上がるのではないかと感じています。 

 

（沢委員） 

 交通インフラに対する市民の評価が低い要因は、二次交通だと思います。新潟駅は大変き

れいになって利便性はいいのですが、やはり新潟県はどうしても車社会で、土日になります

と車が渋滞して動かない。今年はビッグスワンで陸上の世界選手権もありましたが、大きな

イベントがあるとエコスタやビッグスワンに行くに際しても大渋滞です。近隣で言いますと、

宇都宮市や富山市のようなライトレール等の整備が本当に求められるのではないかと思って

います。それから、新幹線は昭和 57 年と早い段階で新潟駅まで整備されておりますが、そ

の先の新潟空港まで乗り入れられるようにしたり、新潟港へのアクセスを充実させたりとい

うのがやはり一番重要と考えています。乗り換えをする方やご年配などの交通弱者の方が、

公共交通機関を使うのに際し、乗りやすいものとなるよう整備が必要ではないかと思います。

現状では、郊外にどうしても車で行ってしまうという状況にあります。かつて、新潟市内で

も新潟交通の電車が走っていましたが、こういった電車も、やはり交通の利便にはいいので

はないかと思っております。 

 

（都市政策部長） 

 新潟市は駅で電車を下りた後、バスを使うというのが現状でございます。新潟駅の改修に

合わせて、駅の直下にバスターミナルを作って、それが南北に通り抜けられることによって、

まちなかのほうから南部へ直通で行くことができるバス路線も新たにできました。駅を高架

化したということで、これから南北の市街地を一体化させていく施策や、公共交通について

も本腰を入れて組み立てていくところです。新潟市の場合、約７割がマイカー移動という状

況でございまして、そのような人にできるだけバスに乗ってもらえるよう、今年は「バス無

料デー」のようなものを設けて、これまでバスに乗らなかった方もバスに乗ってもらう機会
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を増やす取組などを考えています。自動車に比べ、バスだとどうしても人数分の料金がかか

ってしまいますが、そこを何とか、バスの良さを知ってもらうきっかけづくりなどに少しず

つ取り組むことで、市民からの評価を上げていきたいと考えています。 

 

（観光・国際交流部長） 

 交通について、観光客目線で言いますと、非常にバスが分かりづらい、乗りづらいという

意見は多く聞こえてきます。市では、観光地を巡る観光循環バスを運行しておりますが、最

近、乗車人数が非常に多く、イベント時や長期の連休時などは、バス停で積み残しが発生す

るほど、多くの方からご利用頂いております。今、１時間に約１本というタイムスケジュー

ルで運行しているバスの本数を増やす、あるいは、一定の乗合区間を決めて、その区間では

乗り降り自由というような仕組みが、観光客にとっては一番分かりやすいだろうということ

で、交通事業者と協議できればと考えています。観光客にとって分かりやすい交通のあり方

について、今後も意見交換をしていきたいと考えております。 

 

（小宮山部会長） 

 無料バスおよび一定区間の乗り降り自由については、非常に有効な施策であると考えられ

ます。台湾・台中市においては、一定の距離までのバス乗車が無料となる仕組みが導入され

ており、その結果、さまざまなバス停での下車や観光が促進されています。このような取り

組みは、バスの利便性を実感してもらうきっかけになると考えられます。例えば、自動車利

用における駐車場探しの煩わしさがなくなる点も挙げられます。  

さらに、トキエアの就航およびバスターミナルの整備が進んでおり、今後、公共交通のさ

らなる利便性向上が実感されていくと思われます。これらの取り組みを長期的な視点で捉え、

今後も検討を継続していくことが望ましいと考えられます。 

 

◆重点戦略２ 都市機能の充実と拠点性の向上 

（佐野委員） 

 引越し手続オンラインサービスによって、移動理由が把握できなくなるということですが、

何か対策を考えていることがあれば、教えていただけますか。 

 

（政策企画部長） 

 移動理由の把握につきましては、新潟県において、代替となる調査を検討しているという

ことですので、新潟市としても、それに沿う形で対応していきたいと考えています。また、
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新潟市としましては、大学、あるいは専門学校にご協力いただいて、卒業時の移動先に関す

る情報を把握するとともに、学生の県外への転出に対する対策についても併せて検討してい

きたいと考えています。 

 

（佐藤委員） 

 IT 技術の活用方法として、研究的に活用するものと、業務の効率化等を目的に活用する

ものと２パターンありますが、後者の観点で活用することが一番望ましいと思います。新潟

市ソフトウェア産業協議会において企業のマッチング支援を行っていますが、自分の会社で

も導入できるのかどうか悩んでいる会社もあるのではないかと思いますので、成功事例や導

入手法などを企業に伝えていくような仕組みが必要だと思います。 

また、新潟市にある IT 企業は、新潟市内だけではなく東京から仕事を受注している例が

多いです。なぜかというと、新潟市では仕事が少ないからです。そのため、市内企業への

IT 技術の導入など、そのような仕事をどのように掘り起こしていくかということが、根幹

にあるのではないかと思っています。 

 

（経済部長） 

 今年、帝国データバンクによる県内企業のＤＸに関する意識調査がありまして、75 パー

セントの企業がＤＸの意味は理解している一方で、実際にＤＸに取り組んでいる企業は 14

パーセントしかないということで、何から始めていいか分からない、第一歩が踏み出せない

という企業が多いと認識していますので、そのような企業のＤＸ化につなげるための取組を

早急に検討していかなければならないと考えています。 

 

（藤澤委員） 

 以前聴講した人口減少に関する講演の中で、地域活性化を図るうえで、いかに企業の付加

価値をつけていくかということが非常に重要であるという話がありました。今、各企業にお

いて最低賃金を上げるための努力をしていただいていると思いますし、経済を活性化させる

ことによって、人口減少を少しでも和らげるということで努力されていると思います。新潟

市にしていただくこととすれば、すでにＩＰＣビジネス支援センターにおいて一生懸命取り

組んでいただいておりますが、失敗を恐れずに起業・創業できるような環境づくりをしてい

ただきたいと思っています。 

 

（経済部長） 
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 ＩＰＣビジネス支援センターでの相談件数も増加傾向にあります。特に創業・起業に関す

る相談が非常に多くなっています。これまで、専門性の高い相談員の確保などに力を入れて

来ましたが、今後、相談件数を見ながら、体制の拡大を含め、様々な相談に対応できるよう

努めていきたいと考えています。 

 

◆重点戦略３ 豊富な田園資源を活かした儲かる農業の実現 

（松郷委員） 

 新潟市において、ＳＤＧｓの視点を取り入れた探究学習の推進に取り組んでいただいてい

ることに感謝したいと思います。ＪＡグループとしましても、若い方向けに、農業への理解

の醸成に向けて、さまざまな場面での広報や、地域ＪＡによる小学校での子どもたちへの食

育事業など、様々な取組を地道に進めておりますが、もう少しここを強力に推し進められな

いかと思っております。将来的な種まきということで、農業への理解の醸成に向け、市や各

地域ＪＡとも連携を強化し、取組を拡大していきたいと考えています。 

 また、園芸振興ということで、複合経営をさらに進めていく方向で新潟市から取り組んで

いただいております。ＪＡグループも同じように取組を進めているところでありますが、特

に新潟市内の農地の条件について、お米を作るには土質を含め非常にいい条件なのですが、

そこで転作して野菜を作るとなると、排水性が悪く、ただ耕して野菜を植えても、収量が取

れない、品質が悪い等々、良い結果が出ないということが課題となっています。ＪＡとして、

排水改善の技術について農業者の方に紹介をしたり、機械の導入を支援したりしていますが、

このような排水性の条件など生産基盤に対して、市で何か対策を考えていることがあれば教

えていただけますか。 

 

（農林水産部長） 

 まず、食と農のわくわくＳＤＧｓ学習につきましては、もともと、小学生を主な対象とし

たアグリ・スタディ・プログラムとして行っていましたが、令和４年度から対象を主に小学

校高学年から専門学校・大学まで拡大して取組を進めています。ＳＤＧｓ学習の内容として

は、本市の主力農産物である米をはじめ、ハウス栽培など園芸について学習している学校も

ありますので、このような取組を今後、効果的に広げていきたいと考えています。 

 ２点目の生産基盤の整備に関して、特に排水性については、非常に問題意識を持っていま

す。新潟市のほ場整備率は、県全体と比べても 10 ポイント以上低く、思うように整備が進

んでいない状況です。一方で、排水改善に対するニーズは非常に高く、今年度から、排水性

の改良や田面拡大など農業者自らが行う簡易なほ場整備について、市の単独事業として支援
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をしています。排水性の改良は、単純に田や畑の排水性改善のみならず、その周りの集落に

対する防災の観点でも効果がありますので、引き続き、検討していきたいと考えています。 

 

（小宮山部会長） 

 新潟国際情報大学は、「食と農のわくわく SDGs 学習プログラム」の実施校の一つであり、

このプログラムの実施を通じて、農業に関心を持つ学生が増加している状況です。しかし、

関心を持った学生の多くは農家の出身ではなく、そのため農業分野に進むことには高いハー

ドルがあると考えられます。特に、いきなり自営を始めるのは難しいため、通常の就職活動

のように農業分野への参入ができる仕組みが望まれます。そこで、親元以外で就農を希望す

る方々に対して、どのような支援が行われているのか、ご教示いただければ幸いです。 

 

（農林水産部長） 

 親元就農や農業法人へ就職する人を含む新たな担い手の確保と育成に向け、令和５年度か

ら、にいがたａｇｒｉｂａｓｅ(アグリベース)事業を実施しています。新規就農者への研修

費用の助成や、南区にあるアグリパークにおいて農業に関する経営分析などの研修を実施し

ているほか、機械導入や施設整備に対して手厚く補助する取組を行っています。結果として、

令和５年度の新規就農者数は、目標 70 人に対して、親元就農以外も含め実績 95 人と比較的

良い状況になりました。 

また、農業分野においても、魅力ある職場づくりというのは重要で、早期離職を防ぐため、

大規模法人などの雇用環境、労働環境の改善についても支援をしています。 

 

（沢委員） 

観光分野でも、様々な地域でＳＤＧｓ等の探求学習プログラムが行われているのですが、

食と農のわくわくＳＤＧｓ学習の学習時間や進め方など、具体的なプログラムについて教え

てください。 

 

（農林水産部長） 

 食と農のわくわくＳＤＧｓ学習については、決められたテーマや学習時間の設定はなく、

各々が設定したテーマや関心、行動力に応じて変わっていきます。取組例を挙げると、スマ

ート農業を通じたビジネスモデルにフォーカスしている取組や、米の加工にフォーカスして

いる取組、また、昨年、夏の高温の影響で米の作柄が非常に悪かったという状況を受けて、

高温耐性のある米について関心を持った小学校もありました。 
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◆重点戦略４ 魅力と拠点性を活かした交流人口の拡大 

（沢委員） 

 「佐渡島の金山」の世界遺産登録もありまして、新型コロナウイルス感染症が５類に移行

してから、観光入込客数がかなり増えておりますが、新潟市においても、宿泊施設のキャパ

シティと人手不足、また、物価高騰など色々な問題がある中で、イベント等が重なるとどう

しても客室が不足してしまうという課題があると思います。宿泊施設を増やすのはなかなか

大変ですが、これから増える観光客を受け入れできるだけの宿泊施設が、新潟市にあるのか

どうか疑問に思います。中学校の北信越ブロックの大会などがあると宿泊施設が足りなくて、

近隣の新発田市や燕市なども含めて、宿泊施設を確保しないと受け入れできない状況です。

悩ましい問題ではございますが、交流人口の受け皿確保が今後の鍵になるのではないかと思

います。 

 インバウンドについては、新潟空港のハルビン線も運行再開しましたが、年間を通じてい

かに新潟市に滞在してもらうかというところが課題ではないかと思っています。空港を利用

して、そのまま県外に行ってしまうという方々も多く見受けられますので、観光事業者とし

ても、佐渡も含めた周遊型の旅行商品を作り、新潟市に滞在してもらえるような観光コンテ

ンツを作りたいと思っています。 

 

（観光・国際交流部長） 

 新潟市内のホテルは、にいがた酒の陣やスポーツ大会、朱鷺メッセでのコンサートなどが

あると、うれしい悲鳴ではありますが、満室になってしまいます。一方で、平日は、大規模

な学会などが入っていない限り、安価な宿泊料金で空室も目立つ状況です。大型イベントが

ある時と普段とで宿泊状況に大きく開きがあり、平日も恒常的に埋まっていないと、新たな

ホテルの誘致は非常に厳しいと考えています。また、新潟市が一番弱いのは冬場で、山がな

くウィンタースポーツができないので、首都圏から湯沢や妙高に来る人たちに新潟市まで足

を延ばしてもらう、あるいは、新潟空港を利用して湯沢方面へ行く人たちに新潟市での滞在

を少しでも延ばしてもらえるような取組が必要であると考えています。また、台湾からの旅

行客については、東北など県外を観光して、最後に新潟に１泊するパターンが多いので、新

潟の魅力を認識してもらい観光につなげる取組が必要であると考えております。 

 宿泊施設に関しては、宿泊事業者から選んでもらえるようなまちにしていくことが重要で

あると考えています。人手不足という現状もありますので、関係団体・事業者の皆さまと意

見交換をしながら取組を進めてまいりたいと考えております。 
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（鈴木委員） 

 人口は自然減もあり、減っていくことはやむを得ないので、交流人口の拡大がすごく大事

なことだと感じています。新潟市は様々なイベントがあって、たくさんの人に来ていただい

ているというのはいいことだと思いますが、新潟市内の宿泊施設については、絶対的な量も

さることながら、普通のシティホテルやビジネスホテルが中心ということで、もう少しグレ

ードの高いホテルがあってもいいのではないかと思います。あるいは、古民家を活用した宿

泊施設など、宿泊すること自体を楽しみに来てもらえるような宿泊施設を新潟市内でも作れ

るのではないかと感じています。 

 

（観光・国際交流部長） 

 市としても同様の課題感を持っており、日本海側で言うと、富山市や金沢市などには外資

系ホテルがありますが、新潟にはありません。宿泊事業者に選んでもらえていないというの

が現状です。外資系ホテルについては、都市機能の一つとして、新潟市にも必要ではないか

と考えておりますし、過去、国際的なハイレベル会合が新潟でも開催されていますが、閣僚

級が宿泊するホテルが不足しています。そのようなグレードの高いホテルに普段宿泊する人

がどれくらいいるかというと、あまりいらっしゃらないというのが現状ですが、ハイレベル

会合を開催する場合には、そのようなホテルは必要ですので、引き続き、検討してまいりま

す。 

 また、古民家を活用した、まちごと楽しむ分散型の宿泊施設については、今、古町でプロ

ジェクトが動いており、もう少しすると形になって見えてくると思います。 

 

（大塚委員） 

 今、新潟日報社で、まちづくりに寄与することを目的に、全国で古民家再生ホテルを展開

している株式会社ＮＯＴＥと共同でＮＩＰＰＯＮＩＡ（ニッポニア）事業を進めています。

７月に、佐渡市相川で県内第１号の古民家ホテルがオープンしました。新潟市においても、

まちごとホテルとして、古町地区で花街の古民家を活用したホテルを整備し、飲食は古町地

区の飲食店を利用してもらうなど、インバウンドを含め、まち全体を楽しんでもらえるよう

な事業に取り組んでいます。 

 また、観光面では二次交通の問題を改善しないといけないと思っています。県外の人から

新潟市に行ったらどこに行けばいいかと聞かれると、北方文化博物館やカーブドッチなどが

思い浮かびますが、それぞれ分散しているので、新幹線や飛行機で新潟市に来た観光客にと
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っては、路線バスも少なく車以外では非常に行きづらいです。タクシーで回ったら高額な料

金になります。観光資源がないわけではないので、アクセス面の改善を真剣に考えていかな

いともったいないと思います。 

 また、観光で来た人に、新潟に来てよかったと思って帰ってもらうことが、一番大事だと

思います。そのためにも、例えば、大きなイベントがあるときは、駅や空港に歓迎メッセー

ジやイベントに関する情報を掲示して市民にも周知し、イベントに参加するために来ている

人が道に迷っていたら案内してあげたり、飲食店の場所を聞かれたら教えてあげたり、市全

体で歓迎する雰囲気を醸成できるといいと思います。 

 

（観光・国際交流部長） 

 観光客をまち全体で受け入れ、あのまちはよかったと言ってもらえるよう、市民に対する

情報発信は非常に重要だと改めて認識いたしました。今年、クルーズ船の寄港が９回予定さ

れていますが、来年は 20 回に増え、西港・東港同時入港も予定されています。外国人をは

じめ、一度に何千人という方たちが新潟市に来られますが、いいおもてなしを受けたまちに

は、非常にいい印象が残ると思うので、まち全体で受け入れるような雰囲気づくりに取り組

んでいきたいと考えております。 

 交通の面について、郊外に点在している観光資源をどうつないでいくかということは、市

としても検討しておりますが、非常に悩ましい課題となっています。 

 

（小宮山部会長） 

 先ほどお話ししたように、私は台湾に 1 年ほど滞在した経験があります。その際、台湾へ

の観光客の動向を見ていると、リピーターになる方々は、現地で友人を作り、その友人に街

を案内してもらうことが多いことに気づきました。また、先ほどの議題にあった宿泊施設の

平日など通常時の集客の難しさについてですが、リピーターは友人に会うという目的のため、

混雑しない時期や平日をあえて選んで訪れる傾向があります。そのため、市民全体で協力し、

リピーターを増やす取り組みが重要だと考えます。これにより、高級ホテルの進出にもつな

がる可能性があると考えられます。また、古民家を活用したゲストハウスに関心を持つ学生

が多く、そのような施設の経営に向けた動きも見られており、地域が明るい方向に進んでい

るように感じています。 

 

◆重点戦略５ 新潟暮らしの魅力発信と多様な支援による移住・定住の促進 

（大塚委員） 
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 関連する政策指標の「大学等新規学卒者の県内就職率」は、県内大学卒業者の県内就職率

ということでしょうか。Ｕターン率は大体、約３割と言われているので、54.9 パーセント

は少し高いと思いました。新潟日報社では、にいがた鮭プロジェクトを運営しており、今年

で３年目、会員数は 4,000 人を超えました。県内の学生が取材した、新潟の旬な情報を首都

圏の人に向けてウェブで発信して、新潟に関心を持ってもらい、いずれに新潟に戻るきっか

けにしてほしいということがプロジェクトの主軸となっています。また、企業や自治体に向

けて、どうすれば若者に選んでもらえるかということについてセミナー等を通じて発信して

いるほか、首都圏の大学に県内の企業や自治体と一緒に出向き、新潟の魅力や企業を紹介す

るにいがたＣａｆé という取組をしています。アンケートに協力してもらえた会員のみの集

計結果ではありますが、取組により県内就職率は徐々に上がってきています。 

 にいがた鮭プロジェクトの活動を通じて、高校の校長先生や企業の方々と話して感じるこ

ととして、現在は大学生に向けた取組を中心に行っていますが、高校生などもっと早い時期

から新潟の企業や新潟の魅力について知ってもらうことが極めて重要であると思います。高

校生で県内にいるうちに、教育界と産業界の双方で連携して、そのような機会を作っていく

ことが大事だと思います。さらに言えば、小・中学校では郷土の魅力について学習する機会

がありますが、その中に産業や企業という要素を、今以上に入れ込んでいくことが大事なの

ではないかと思います。 

また、首都圏から新潟に戻ってきてもらうことも大事ですが、県外から新潟に来た大学生

に新潟県内での就職を選んでもらうということがやはり重要です。せっかく４年間、新潟に

住んで、いろいろな人との縁もできて、新潟の良さを知ってもらっているので、県外から来

た人に新潟で就職してもらえるよう、県内の各大学や専門学校との連携をさらに密にして、

新潟の企業を知ってもらうための活動をさらに進めていったほうが良いと思います。産業界

や県内の複数大学で構成されている地域連携コミュニティなどの組織を通じて、新潟の企業、

産業の良さを知ってもらったり、インターンに参加してもらったりするなど、さらに力を入

れていただくといいのではないかと思います。 

 

（小宮山部会長） 

 県内の大学への進学を選択する学生の多くは、県内に留まる意向を持っています。一方、

県外への進学を希望する学生は主に県外の大学を選んでいます。このことから、高校段階が

将来の進路選択に直結する重要な時期であり、高校生向けの取り組みが非常に重要であると

考えられます。また、県外から新潟に来た学生をいかにして留まらせるかも非常に重要な課

題と考えられます。 
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（経済部長） 

 若い時から地域や企業の魅力について学ぶと、地域に残る人の割合が高くなるというデー

タがあると聞いています。本市でも、経済団体と連携して、中学生向けに職業人講話の事業

を行っています。また、新潟暮らしの魅力や県内企業の情報をまとめた冊子をもとに、高校

でも市の職員が授業を行ったりしています。そのほか、企業側にも採用力をつけてもらえる

よう、会社の魅力の伝え方などを学べる講座も開催しています。様々な事業を行っているの

ですが、例えば、中学校で話をすると言っても、数校に限られてしまうなど、一つ一つの取

組で対象とできる人数が少ない点については、課題であると考えています。また、大学生の

県内就職に対しても、各大学と連携しながら様々な取組を行っていますが、より多くの方に、

新潟や企業の魅力に触れていただく機会を増やしていく必要があると考えています。 

 

○資料４～５について事務局から説明 

 

（松郷委員） 

 資料４の６ページ、将来に向けた持続可能な食と農の創出プロジェクトの事業費について、

当初予算額と実績額で乖離があるのですが、その理由を教えていただけますか。 

 

（政策調整課係長） 

 先進的な農業に取り組む事業者に対し補助を行う農業脱炭素・ＳＤＧｓ推進事業において、

意欲的な提案を求めた結果、実際、事業者から手が挙がる数が少なかったことで、予定より

も金額が減っている状況です。 

 

（佐藤委員） 

 資料４の３ページ目、地域企業のデジタル化と異業種連携によるＤＸ推進事業について、

プラットフォームの運営や新規事業開発に対し、ある程度予算を投入しなければいけないと

いうことは理解できるのですが、開発して終わりではなく、トライアンドエラーで継続的に

事業の検証を進めないとうまくいかないので、長い目で見て、継続的に支援していく仕組み

があるといいと思います。 

 

（経済部長） 

新規事業に対する補助としては、実証実験に係る経費に対する補助を行ってきました。ま
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た、本交付金以外の関連事業として、昨年から実装に係る経費に対しても補助金を出してい

ます。 

 

（小宮山部会長） 

 時間になりましたので、本日の議事は以上とさせていただきます。たくさんの意見を頂き、

ありがとうございました。市におかれましては、今日出された意見を今後の取組に活かして

いただきたいと思います。 

 それでは、進行を事務局にお返しします。 

 

（司 会） 

 皆様ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、令和６年度新潟市総合計画 2030 有識者会議都市の活力向

上部会を終了いたします。本日は長時間にわたりまして、ありがとうございました。 

 


